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ないかと考え、作業仮説を立てた（Fig. 2）。               【 Fig. 2 】 
















































剤活性試験において、LQ や LA を SA と同時経口投与すること
で SA の下剤活性が亢進することを証明した（Fig. 3）。          【 Fig. 3 】 
 





よびレインが SA 代謝を促進することで、SA の下剤活性を亢進す

















同時投与することによって回復した。                  【 Fig. 5 】 
  
次に、アンピシリン（ABPC）をマウスに８日間投与し続けて、SA 単独と大黄甘草湯の SA 代謝の変
化を検討した。その結果、ABPC投与によりSA代謝は抑制され続けたが、大黄甘草湯のSA代謝はABPC
投与３日目以降から有意に回復し、この回復作用に RG が関与することを明らかにした。下剤活性試験
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センノシド A の下剤活性を抑制するが、大黄甘草湯は RG によって下剤活性が維持される
ことを証明している。 
大黄甘草湯における甘草の配合意義をはじめ、複合成分系薬物である漢方薬の有用性を
明らかにするとともに、抗菌薬や食餌の摂取による腸内微生物叢の変動に応じて、漢方薬
成分が腸内微生物叢とクロストークしている重要な事実を証明しており、博士（薬学）の
学位論文に相応しい内容である。 
外国語（英語）筆記試験および本論文の内容に関する口頭試問については、いずれも合
格である。 
 
